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C o n t e n t s

　株主の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお
慶び申し上げます。平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申
し上げます。
　平成21年4月1日付けにて、代表取締役社長に就任いた
しました。社業の発展に奮励いたす所存でございます。
　前期は、世界的な景気減速の影響により、国内経済にお
いても、企業の経営環境が急速に悪化し、企業の投資抑
制が拡大いたしました。今期も、引き続き厳しい事業環境が
継続することが予想されており、当社といたしましては、経
営環境の変化と前期までの経営課題に対応すべく、4月1日
付けで組織改編を行い、経営の迅速化と、営業、技術、管
理部門の体制強化をはかりました。お客様の要望や課題解
決に向けて迅速に対応し、多分野にわたる業種・業務ノウ
ハウや開発技術を組み合わせてソリューションを構築できる
体制により、顧客即応力、開発技術力、プロジェクト管理力、
コスト競争力を強化するほか、管理部門においては、生産
性・品質向上活動を徹底してまいります。
　今期の業績におきましては、ユーザー企業からの発注量
は依然厳しい状況が予想されますが、主要顧客と連携をは
かり売上高は微減に留めつつ減収増益の達成を見込んで
おります。
　今後も上場企業としての社会的責任を果たしつつ、公正
な企業統治を推進し、企業価値向上に努めていく所存でご
ざいますので、一層のご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申
し上げます。

平成21年6月

代表取締役社長

株 主 の み な さま へ

ユビキタス社 会の扉を開く鍵

私たちキーウェアソリューションズは、

クリエイティブな発想とITの力で

お客様に無限の可能性を提供し続けてまいります。
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R e v i e w  o f  O p e r a t i o n s
当期の業績

　当連結会計年度におけるわが国経済は、欧米景気の悪化
などを背景に、景気後退局面が長期化し、とりわけ平成20年
度下期はマイナス成長と、深刻な景気後退局面に至っており
ます。
　当社の売上高における前年同期比での増加につきまして
は、昨年4月に子会社化した株式会社クレヴァシステムズの業
績加算ならびに各業種分野において継続案件、新規案件と
もに上期は堅調に推移しました。下期に入り自治体や企業の
IT投資に対する姿勢が急激に後退しました。その結果、大型
案件の受注が減少したことに加え、一部開発案件の延期、中
止そして契約締結に至る期間の長期化等が発生しました。また、
損益悪化プロジェクトの影響を払拭できず、当社の受注機会
損失を招きました。総合サービス事業は、通期において
keyCOMPASS事業を通じた「経営とITの統合コンサルティン
グ」「ハイブリッドシンクライアント ソリューション」案件などによ
り新規顧客の開拓が進捗しました。また、HP-UX、Linux、
Windows系等のインフラ構築案件が好調に推移したほか、
ERP事業につきましても既存顧客向け、新規顧客向けともに
堅調に推移しました。さらに自社パッケージへの機能強化を実

施した医療事業、知財事業も堅調でした。
　このような状況のもと、当連結会計年度における連結受注
高は22,448百万円、連結売上高は23,238百万円、営業損
失は62百万円となりました。

■営業利益
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■売上高

総合サービス事業
　運輸系のSI案件で新規顧客開拓が進み、受注を獲得しまし
た。ERP事業においては、SAP社との協業強化を通じて新規
顧客の開拓を推進したほか、半導体メーカ向け案件、電気メー
カ向け案件、小売業向け案件などエンドユーザとのシステム・
インテグレーション契約を推進し収益向上をはかったこと、イン
フラ構築案件においても積極的に請負化を推進した結果、売
上高は、10,861百万円となりました。

有望分野 成長分野

システム開発事業
　官庁向け案件、金融、医療、メディア系、航空宇宙系、ネッ
トワーク監視業務、通信事業者向けの継続・新規案件の受注
獲得により、売上高は12,377百万円となりました。

安定分野

P r o g r e s s  i n  t h e  m e d i u m - t e r m  m a n a g e m e n t  p l a n  
中期経営計画の進捗状況
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●中期経営計画の進捗状況

品質の向上

損益の悪化

厳しい事業環境

前期後半からの
経営課題を克服経

営
の
迅
速
化

持続的に高い
収益を上げられる

企業体質へ

連結業績ハイライト （単位：百万円）

　当社は、平成19年3月期から平成22年3月期を最終期
とした中期経営計画「ダッシュ24」として、売上高240億円、
売上総利益率24％を目標に達成を目指してまいりましたが、
昨年下期以降の事業環境の急激な悪化を受け、経営環
境の変化に対応すべく今期の事業計画の見直しをおこな
いました。
　引き続き中期経営計画のテーマである「飛躍への基盤
整備」に取り組み、付加価値の高い一貫したサービスを提
供してまいります。

B u s i n e s s  s t r a t e g y  o f  t h i s  t e r m
今期の経営方針

組織改編による三位一体のシームレスな体制で
経営課題を克服し、持続的に高い収益をあげられる企業体質を目指します。

営業本部営業
営業部門の統合
顧客の声に即応しつつ問題点を
解決する提案をおこなえる
営業力、顧客対応力、提案力の強化

技術部門の統合
コスト競争力を保持しつつ多分野にわたる
業種・業務ノウハウや開発技術を組み合わせて
ソリューションを構築できる技術力の強化

技術本部技術

管理部門の強化

●プロジェクト管理室におけるプロジェクト支援体制、
　生産性・品質向上活動の強化

●事業管理部門の統合
事業管理室
プロジェクト
管理室

管理
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TOPICS

　当社は、東京証券取引所における「平成20年度東証上場
会社表彰 ディスクロージャー新人賞」を受賞いたしました。 こ
の表彰制度は、ディスクロージャーや個人株主（投資者）層の
拡大に優れた実績を上げたと認められる上場会社を毎年１回
表彰しています。ディスクロージャー表彰とは、情報公開の充
実を促進する観点から、企業内容等を適時・適切に投資者に
分かりやすい形で開示している等、ディスクロージャーに積極
的に取り組んでいると認められる上場会社を表彰するものであ
ります。
　新人賞につきましては、昨年度東証に新規上場した企業を
対象にするものであり、昨年度は58社が対象となる中、当社1

　最新の特許情報と知的財産関連の新
製品・新技術情報を網羅する国内最大の
展示会において、企業向け特許事務管理
システム「PATAS（パタス）」と「WebでPATAS」の最新版を実演・展示いた
しました。
　科学技術、創造技術の著しい進展と経済のグローバル化が進む中で、
企業にとって経営戦略上の重要課題とされる特許情報と知的財産の創
造・保護・活用に貢献すべく、簡単・便利な製品開発を進めてまいります。

開 催 日 平成20年11月5日〜7日
開催場所 科学技術館

2008 特許・情報フェア＆コンファレンスに
出展いたしました。

イベント

　「地方自治情報化推進フェア2008」に
併設されております「情報システム展示会」
に出展いたしました。本展示会では、既存の
パソコンをそのまま利用しながら、日々発生す
るパソコンの故障や配布などにかかる運用
管理コストを削減するソリューションを展示し、
大変好評をいただきました。

開 催 日 平成20年10月21日〜22日
開催場所 東京ビッグサイト

地方自治情報化
推進フェア2008に
出展いたしました。

イベント

東京証券取引所における
ディスクロージャー新人賞を受賞いたしました。

受  賞

社だけが新人賞を受賞いたしました。今回の受賞を励みとし、
一段とディスクロージャーを推進してまいります。

トピックス

上流

顧客満足度の高い
システムの構築

１． 受託開発
２． ERPアドオン開発
３． IP電話導入

3. システム開発
１． 内部統制
２． 中期経営計画

経営とITの統合コンサルティング

業務プロセスに合う最適な
システムプランニング

１． J-SOX法対応
２． 情報セキュリティ
　（シンクライアント他）
３． システム最適化（EA）
４． システム統合（EAI）
5． ERPコンサルティング

2. EA（IT）コンサルティング

ソリューション開発
１．ERP業種テンプレート
２．業種別パッケージ
　（特許事務、医療分野）
３．ユビキタス・ソリューション
　（IP電話等）

システム開発により蓄積したノウハウの活用

１． ホスティング・ハウジング
２． モニタリング
３． アプリケーション保守
４． ヘルプデスク
５． アプリケーションサービスプロバイダ

常に快適なシステム環境の提供

4. システム運用・保守

下流

1. 経営コンサルティング

テーマのピックアップと
絞り込み

ビジネスモデル   keyCOMPASS

NEC、
三菱商事（ITF）

との
関係強化

ジェイアール東日本
情報システム（JEIS）、
NTTグループ、HPとの

関係強化

他の大手
SIerへの
ビジネス
拡大

プライム型

プライム型ビジネス
特殊な業種・業務ノウハウを最大限に活用し、対象企業のビジネスの上流から下流まで連携を
取りながら収益性の高いビジネスを展開しています。

成長分野 有望分野

パートナー型ビジネス
当社と関係性の強い会社と協力した受託開発、
運用。社会インフラ企業の基盤構築で培った特
殊な業種・業務ノウハウの保有により実現できる
安定性の高いビジネスを展開しています。

安定分野 有望分野

●特殊な業種・業務ノウハウ

●継続性の高い安定したビジネス展開

●業務提供にとどまらないイコールパートナーへ

●ITを活かした企業経営へのマーケティング活動
　経営課題の解決を目的としたセミナーの開催
　自社ショールームの充実
　新しいソリューションの創出・強化

特殊ノウハウ先進技術
戦略パートナー
コンサルティングファーム

主要IT技術
EAI　　セキュリティ　　ERP　　
EC　　SCM／CRM

主要ソリューションパートナー
各種ISVベンダー

オフショア開発
モンゴル　中国

パートナー型

製造分野 通信分野 運輸分野

流通分野 官公庁分野 メディア分野

医療関連分野 宇宙開発分野

サービス提供分野

実務領域

実務マネジメント層

経営層

顧客企業

金融分野

　 当 社 のビジ ネスモ デ ル
「keyCOMPASS（キーコンパス）」
は、経営およびシステムのコンサ
ルテーションから始まり、構築・
導入・運用といった一連のシス
テムのライフサイクル全般にわた
り、各フェーズに最適なサービス
を提供しております。

B u s i n e s s  M o d e l
キーウェアのビジネスモデル

� �



メリット1

メリット2
●既存アプリケーションを
　サーバにホスティング
CAD／ＥＲＰ／ＳＣＭ／ＣＲＭ、
各種開発ツール類　etc

メリット4
●堅牢なセキュリティ環境
端末には画面情報のみ転送（暗号化）
アプリケーション／データは一切端末には
残らないため、情報漏えいのリスクなし

メリット3
●サーバ・サイド・プリンティング
サーバ上のアプリケーションから端末に接続された各種プリンタへ
インターネット経由で実用速度で印刷可能

ネットワークプリンタ

クライアントPC
DBサーバ
Fileサーバ

GO-Global
サーバWebブラウザ

LAN
インターネット
モバイル

クライアント
アプリケーション

クライアント
アプリケーション

サーバに
ホスティング

●端末にはアプリケーションのインストール不要

●マルチプラットフォーム対応

●既存端末を利用可能
●端末には画面情報のみ転送

ハイブリッドシンクライアント ソリューションで
ビジネス環境に応じた高度なセキュリティシステムを低コストで実現

今までパソコン上にあったアプリケーショ
ンやデータをサーバで一元管理します。情
報漏えい対策やクライアントPCの運用管
理コストの低減、さらには内部統制強化を
同時に実現します。

福利厚生アウトソーシングサービスを提供される株式会社ベネフィット・ワン様が
愛媛県松山市にコールセンターを構築。
事業拡大の新体制にむけ、当社のシンクライアント導入が実現いたしました。

Q 導入の背景と目的を教えてください。

A 「事業の拡大に伴い、新たに愛媛県松山市にコールセン
ターを構築することになったのが導入のきっかけです。こ
の構築にあたって、より高いセキュリティの確保と電源設
備等のビル設備に関わる初期投資を抑えたかったこと、ま
た、渋谷本社のコールセンターで運用していたシステムに
コスト上の課題があったことから、これらを解決する新た
なシンクライアントの選定が必要となりました。」

Q 当社をお選びいただいた理由は？

A 「数種類の製品候補の中から、約1カ月間におよぶ実機を
使った性能評価および帯域評価、提案ベンダーの事業評価
を実施しました。その結果、キーウェアからご提案いただ
いた『Go-Global（ゴーグローバル）』というシステムの動き
の軽さと、非常に安定していた点を高く評価しました。また、
技術的にもメーカーに近いスキルを保有する信頼できる
SIerであること、そして何よりも、首都圏から遠く離れた
松山という地であるにも関わらず、現地でのフォローを最
後までしっかり行う体制をご提案いただけたことが選定の
大きな要因となりました。」

Q 導入した効果は、いかがですか？

A「当社のシステム保守要員は、これまで端末100台につ
き1名体制でした。それが、松山のコールセンターでは200

台につき1名で済むようになりました。また、2009年春に
渋谷本社のコールセンターを撤去し、松山のコールセンタ
ーに集約した際には、セットアップや大掛かりなレイアウ
ト変更が不要で、作業に関わった作業要員はわずか2名で
した。小スペース、低消費電力というランニングコストの
低減化やユーザの立場であるオペレーターが違和感無く操
作できるという操作面においても、期待以上の効果を発揮
しています。」

Q 今後の展開ならびにキーウェアへの期待について

A 「松山のコールセンターについては、オペレーターの増
員に伴うシステムの増強はもちろんのこと、将来的にはオ
ペレーターの在宅勤務やシンクライアント端末と電話との
一体化についても計画しており、この計画には、検討段階
からキーウェアに支援をお願いしたいと考えています。
　現在、キーウェアとは、コールセンターの構築に留まらず、
当社の基幹システムの開発をはじめとした様々なソリュー
ションの提案・支援をいただいており、今後も当社の事業拡
大にむけて一体となったお付き合いを期待しています。」

ご 担 当 者 様 に イ ン タ ビ ュ ー

事 例 紹 介
CASE STUDY

シンクライアントとは・・・
当社のハイブリッドシンクライアント ソリューションは、ハードディスクを備えてい
ない専用のシンクライアントPCを新たに購入する必要がなく、既存のクライアン
トPCを有効活用することでシンクライアント環境の初期導入コストを大幅に削
減できます。

当社の提供するハイブリッドシンクライアント ソリューション

※ “Hybrid ThinClient”、“ハイブリッドシンクライアント”は、当社の登録商標です。 
※ “GO-Global”は、米国GraphOn Corporationの登録商標です。

情報漏えい対策

システムの運用負担および
運用管理コストの低減

省電力化（グリーンIT）

セキュリティを確保した
在宅勤務の実現
パンデミック対策、

ライフワークバランスの
推進など

シンクライアント
導入による効果

当社は、ハイブリッドシンクライアント ソリューションを活用してお客様の
業務効率の向上、TCO削減（総コスト）、テレワーク・在宅勤務等の新し
いワークスタイルの導入をご支援します。

I n f o r m a t i o n  a n d  C o m m u n i c a t i o n  Te c h n o l o g y
キーウェア最前線
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科目
　            　　　　　　　　 

期別 前期（43期）
平成19年4月1日から
平成20年3月31日まで

当期（44期）
平成20年4月1日から
平成21年3月31日まで 科目

　　　                      　　　　　　
期別 前期（43期）

平成19年4月1日から
平成20年3月31日まで

当期（44期）
平成20年4月1日から
平成21年3月31日まで科目

　　　　　　　　　　　
期別 前期（43期）

平成20年3月31日現在
当期（44期）

平成21年3月31日現在 科目
　　　　　　　　　　　

期別 前期（43期）
平成20年3月31日現在

当期（44期）
平成21年3月31日現在

売上高 21,936 23,238
　売上原価 17,784 19,510
売上総利益 4,152 3,728
　販売費及び一般管理費 3,108 3,791
営業利益又は営業損失（△） 1,043 △62
　営業外収益 131 90
　営業外費用 104 115
経常利益又は経常損失（△） 1,070 △88
　特別利益 61 50
　特別損失 129 240
税金等調整前当期純利益又は
税金等調整前当期純損失（△） 1,001 △277

法人税、住民税及び事業税 401 96
法人税等調整額 △4 33
少数株主損失（△） − △3
当期純利益又は当期純損失（△） 603 △404

営業活動によるキャッシュ・フロー △137 1,985
投資活動によるキャッシュ・フロー △196 △539
財務活動によるキャッシュ・フロー 118 △793
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △216 653
現金及び現金同等物の期首残高 1,225 1,009
現金及び現金同等物の期末残高 1,009 1,662

資 産 の 部
流動資産 8,189 6,386
　現金及び預金 1,009 1,662
　受取手形及び売掛金 5,635 3,876
　商品及び製品 19 44
　仕掛品 1,292 607
　繰延税金資産 46 12
　その他 191 212
　貸倒引当金 △6 △29
固定資産 3,425 4,688
　有形固定資産 206 249
　　建物及び構築物 151 188
　　機械装置及び運搬具 0 0
　　土地 − 4
　　その他 55 56
　無形固定資産 209 1,366
　投資その他の資産 3,009 3,072
　　投資有価証券 2,819 2,772
　　長期預金 − 100
　　長期貸付金 1 9
　　繰延税金資産 41 7
　　その他 159 197
　　貸倒引当金 △11 △14
資産合計 11,615 11,075

負 債 の 部
流動負債 3,221 2,248
　支払手形及び買掛金 1,312 939
　短期借入金 800 100
　1年内返済予定の長期借入金 200 545
　未払法人税等 338 66
　その他 571 596
固定負債 218 1,214
　長期借入金 200 1,200
　役員退職慰労引当金 13 11
　その他 4 2
負債合計 3,439 3,462

純 資 産 の 部
株主資本 8,225 7,620
　資本金 1,737 1,737
　資本剰余金 507 507
　利益剰余金 5,980 5,376
　自己株式 △0 △0
評価・換算差額等 △49 △8
　その他有価証券評価差額金 △49 △8
純資産合計 8,175 7,612
負債純資産合計 11,615 11,075

F i n a n c i a l  S t a t e m e n t s
連結財務諸表（要約）単位：百万円、単位未満切り捨て

■ 連結貸借対照表

配当および当期純損失の計上に
より純資産は、563百万円減少い
たしました。

連結株主資本等変動計算書

■ 連結損益計算書 ■ 連結キャッシュ・フロー計算書

■ 連結株主資本等変動計算書

当期
平成20年4月1日から
平成21年3月31日まで

株主資本 評価・換算差額等
純資産
合計資本金 資本

剰余金
利益

剰余金 自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

評価・換算
差額等合計

配当および当期純損失の計上による「利
益剰余金」の減少に伴い、純資産比率は
昨年同期に比べ1.7％低下いたしました。

純資産比率
㈱クレヴァシステムズの子会社化に伴う無形固定資産に含まれる「のれん」お
よび「現金及び預金」の増加がありましたが、「受取手形及び売掛金」および

「仕掛品」の減少により昨年同期比540百万円の減少となりました。

資産の部

景気減速による大型受注の減少および
損益悪化プロジェクトの影響により、昨年
同期比423百万円の減益となりました。

売上総利益
税金等調整前当期純損失は
277百万円ではありましたが、売
掛債権の回収、仕入債務の減少
およびたな卸資産の減少などによ
り、営業活動によるキャッシュ･フロ
ーは1,985百万円キャッシュ・イン
フローとなりました。投資活動によ
るキャッシュ・フローは、㈱クレヴァ
システムズの株式取得等により、
539百万円のキャッシュ・アウトフ
ローとなりました。財務活動による
キャッシュ･フローについては、借
入金の返済および配当等により
793百万円のキャッシュ・アウトフ
ローとなりました。その結果、現金
及び現金同等物の期末残高は、
前年同期比653百万円増加の
1,662百万円となりました。

連結キャッシュ・フロー計算書

㈱クレヴァシステムズを連結子会社化した
ことに伴う人件費の増加等により、昨年
同期比682百万円増加いたしました。

販売費及び一般管理費

投資有価証券売却損および投資有価証
券評価損の計上等により、240百万円計
上しております。

特別損失

前期末残高 1,737 507 5,980 △0 8,225 △49 △49 8,175
当期変動額
　剰余金の配当 − − △200 − △200 − − △200
　当期純損失（△） − − △404 − △404 − − △404
　 株主資本以外の項目の
　 当期変動額（純額） − − − − − 41 41 41

　当期変動額合計 − − △604 − △604 41 41 △563
当期末残高 1,737 507 5,376 △0 7,620 △8 △8 7,612
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S t o c k  I n f o r m a t i o n
株式情報（平成21年3月31日現在）

発行可能株式総数
発行済株式総数
株主数

36,440,000株
9,110,000株

2,214名

3,190,000

913,600

607,500

35.02

10.03

6.67

大株主 所有株式数 持株比率（%）

日本電気株式会社

キーウェアソリューションズ従業員持株会

岡田　昌之

事業年度

定時株主総会

基準日

株主名簿管理人 および
特別口座の口座管理機関

株主名簿管理人
事務取扱場所

【郵便物送付先】

【電話照会先】

【インターネット
 ホームページ URL】

公告掲載新聞

上場証券取引所

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年6月

定時株主総会   毎年3月31日
期末配当金　   毎年3月31日
中間配当金　   毎年9月30日

その他必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

大阪府大阪市中央区北浜四丁目5番33号
住友信託銀行株式会社

東京都中央区八重洲二丁目3番1号
住友信託銀行株式会社 証券代行部

〒183-8701
東京都府中市日鋼町1番10
住友信託銀行株式会社 証券代行部

（フリーダイヤル）0120-176-417

http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/
retail/service/daiko/index.html

日本経済新聞

東京証券取引所市場第二部

商　　　号

住　　　所

代　表　者

創　　　業

資　本　金

売　　　上

従 業 員 数

主要法人株主

取 得 資 格

キーウェアソリューションズ株式会社

〒160-8422　東京都新宿区新宿三丁目1-13
（京王新宿追分ビル8F）

代表取締役会長　八反田 博
代表取締役社長　中島 哲二

昭和40年5月

17億37百万円

232億38百万円（平成21年3月期・連結）

1,354名（平成21年3月31日現在・連結）

日本電気株式会社
三菱商事株式会社
株式会社ジェイアール東日本情報システム
日本ヒューレット・パッカード株式会社

経済産業省・システムインテグレーション登録制度
経済産業省・特定システムオペレーション企業認定制度
品質マネジメントシステム登録事業者
プライバシーマーク使用許諾事業者
情報セキュリティマネジメントシステム登録事業者
環境マネジメントシステム登録事業者
CMMIアプレイザル（運輸事業部レベル3）

本社（賃貸） 八幡山事業所（賃貸） ※取締役 富山 卓二は、会社法第2条第15号に定める社外取締役です。
※監査役 岡西 祥太郎および瀧田 博は、会社法第2条第16号に定める
　社外監査役です。

■所有者別状況

■所有株数別状況

その他の法人

48.47％

外国法人

6.38％

個人その他

41.63％

証券会社

0.17％

金融機関

3.35％

1,000株未満

80.62％

1,000株〜5,000株未満

15.58％

5,000株〜10,000株未満

1.81％

10,000株〜50,000株未満

1.31％
50,000株以上

0.68％

合計
9,110,000株

合計
2,214名

株式情報 株主メモ 役員会社概要

富
とみやま

山 卓
た く じ

二取締役

C o r p o r a t e  D a t a
会社情報（平成21年6月24日現在）

矢
や こ う

光 重
しげとし

敏

取締役

八
は っ た ん だ

反田 博
ひろし

代表取締役会長

寺
てらおか

岡 眞
し ん じ

治

取締役

中
なかしま

島 哲
て つ じ

二

代表取締役社長

村
むらかみ

上 優
まさる

取締役

三
み た

田 昌
まさひろ

弘

取締役

木
き も と

本 誠
まこと

北
きたがわ

川 聖
せいぞう

三

岡
おかにし

西 祥
しょうたろう

太郎

瀧
た き た

田 博
ひろし

監査役

特別口座について
・株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていなかっ

た株主様には、株主名簿管理人である上記の住友信託銀行に口座（特別口座と
いいます。）を開設いたしました。特別口座についてのご照会および住所変更等
のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

・配当金の口座振込のご指定につきましても、各口座管理機関にてお手続きいただ
くこととなりました。詳しくは各口座管理機関にお問い合わせください。

・未払い配当金の支払につきましては、株主名簿管理人である住友信託銀行にお
申出ください。

配当金計算書について
本年から、配当金の口座振込をご指定の方と同様に、「配当金領収証」により配当
金をお受け取りになる株主様宛にも「配当金計算書」を同封しております。配当金を
お受け取りになった後の配当金額のご確認や確定申告の資料としてご利用いただけ
ます。
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15円

業績に応じた配当

安定配当分

α

A

B

年
間
配
当
額

安定配当分
株主資本利益率

および
株主資本配当率

を勘案

A B■キーウェアグループの社会的な位置づけ

インターネットIR情報
http://www.keyware.co.jp/ir/index.html

当社ホームページにアクセスし
て「ＩＲ情報」のページを開い
てください。

CSR（企業の社会的責任）への取り組み
　キーウェアグループでは、社会・環境貢献活動への取り組み
を企業の重要な社会的責任と認識しております。地域社会の
皆様と友好的なコミュニケーションを取りながら、豊かな社会と
環境の実現に努めてまいります。

　当社は、株主の皆様へ積極的に利益を還元すべく、利益に
比例して配当金を増減させる「業績連動型配当」を実施してお
ります。連結ベースでの株主資本利益率および株主資本配当
率を勘案し、業績に応じた配当を実施することを基本方針とし
ております。

株主還元について
積極的な利益還元をはかるべく、

「業績連動型配当」を実施

2008年12月、横浜市にある私立聖光学院中学校・高等学校
の生徒の皆様に『ITの最先端を探る』と題した講演を実施し、IT
の魅力を体験していただきま
した。当社では、若い世代
の皆様に当社の事業活動
だけでなく、広くIT技術に一
層興味を持っていただけるよ
う、今後もこうした活動に取
り組んでまいります。

『聖光学院体験学習塾』にて
ITに関する講演を実施いたしました。

キーウェアの扉 皆様とのコミュニケーションページ

株主資本利益率
企業の株主資本に対する当期純利益の割合のことで、株主・投資家からの
出資金や事業を通じて得た利益の蓄積である株主資本という「元手」に対し、
どのくらい効率よく収益をあげたかをみる経営指標です。

株主資本配当率
配当金総額を株主資本で除した数値で、株主資本に対して、企業がどれだけ
の金額を配当という形で株主・投資家に還元しているかをみる経営指標です。
株主資本配当率は、「株主資本利益率」と、配当金総額を当期純利益で除し
た「配当性向」を掛けて算出することもできます。（この計算における株主資本とは、
貸借対照表の株主資本の部より少数株主持分を除いたものです。）

大和IRにて実施された
インターネットIRサイトの
優秀企業に選定されました。
　当社のウェブサイト「IR情報」が、大和インベスター・リレーションズ株式
会社（大和IR）が実施する「2009年インターネットIRサイトの優秀企業
580社」に初めて選定されました。
　これは、同社が主要上場企業2,082社のIRサイトを対象に、独自の定
量的採点により毎年選定しているものです。今後も当社ではウェブサイト
の充実をはかり、株主・投資家の皆様に対して迅速なIR情報の開示をお
こなってまいります。 

NEWS

　当社ホームページでは、投資家の皆様向けに当社活動の
現状をまとめた「株主通信」他、各種レポートをご覧いただけま
す。これらのレポートについては、当社ホームページにてPDF
のダウンロードや資料請求がおこなえます。

ホスティング 
主にデータセンタと呼ばれるコンピュータ専用の施設を保持している企業から提供
されるサービス。インターネット上の運営管理からセキュリティ、機器の購入や設置
まで、コンテンツをインターネット上に掲載するためのサーバ環境を提供。自社でサ
ーバの運用・管理をするのに比べて、コスト削減を可能にするもの。 

ハウジング
顧客の通信機器や情報発信用のコンピュータ(サーバ)を、自社の回線設備の整っ
た施設に設置するサービス。通信事業者やインターネットサービスプロバイダが行っ
ているサービスで、高速な回線や耐震設備、安定した電源設備などを安価に提供す
るもの。

CRM
Customer Relationship Managementの略。情報システムを応用して企業が
顧客と長期的な関係を築く手法のこと。詳細な顧客データベースを元に、商品の
売買から保守サービス、問い合わせやクレームへの対応など、個々の顧客とのす
べてのやり取りを一貫して管理することにより実現するもの。

EA
Enterprise Architectureの略。戦略と業務を一体化した全体最適を実現する理
想モデルに向け、時間経過も含めた総合的な全体設計図を作成し、随時改編し、
再構築していくことによって、全体の円滑で効率的な運営を可能にするもの。

EAI Enterprise Application Integrationの略。既存システムを有効活用した「全体
最適化」のためのトータルソリューション。

EC Electronic Commerceの略。インターネットなどのネットワークを利用して、契約や
決済などを行う。電子商取引。

ERP
Enterprise Resource Planningの略。統合業務パッケージと呼ばれ、受注・販売
管理、在庫管理、生産管理、会計といった企業の基幹業務をサポートする情報シ
ステムパッケージ。

CAD
（キャド）

建物や工業製品の設計にコンピュータを用いること。また、そのために用いるソフト
ウェアやシステム。

ISV 
Independent Software Vendorの略。独立系ソフトウェア会社のこと。特定の
ハードウェアメーカーやOSメーカーと特別な関係を持たないアプリケーションソフト
提供企業。

SCM
Supply Chain Managementの略。企業活動の管理手法の一つ。取引先との
間の受発注、資材の調達から在庫管理、製品の配送まで、いわば事業活動の川
上から川下までをコンピュータを使って総合的に管理することで余分な在庫などを
削減し、コストを引き下げる効果を実現するもの。

本紙に登場する難しいIT用語について
解説いたします

Communication Space
用語解説

安 心 で き る I T 環 境
　最近、一番流行しているウイルスは、実は「USBメ
モリ」を媒介とするものだということをご存知ですか？
2008年の感染被害報告総数に対する割合は約
11％と、最も大きな割合になりました。取り扱いが簡
単でデータの保存や移動などにも便利なUSBメモリ
ですが、使う前には必ずセキュリティ対策を心がけま
しょう。

知って得する！

I T時代の活用術2 ウイルス対策　７つの心得！ 

□ パソコンのウイルスソフトを適切な状態で利用する。

□ 大切なデータは、本体以外に必ずバックアップを取る。

□ 発信元が分からない添付ファイルは開かない。

□ オークションやネットショッピングは、必要最低限の情報で。

□ 迷惑メールはそのまま放置せず、対策を考える。

□ 電話番号やメールアドレスをなるべく公開しない。

□ セキュリティ関連の最新情報を意識する。

IT環境において、セキュリティ
対策にどこか1つ抜け穴があ
ると、そこから一気にウイルス
が広がってしまう可能性があり
ます。適切なセキュリティ対策
をおこなって、さまざまなリスク
にさらされているIT環境を安全
なものにしていきましょう。
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